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令和二年、新年明けましておめでとうござい

ます。令和となって初めての元旦。善き歳をお

迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年は、皆様にとってどのうな一年だったで

しょうか？年末にご縁あって大嘗祭が執り行わ

れた大嘗宮に行って参りました。

上段写真右側が東日本の神を祭るとされる悠

紀殿、左側が西日本の神を祭る主基殿です。屋

根を伺うと悠紀殿は女性神、主基殿は男性神の

様式で、下段写真のように裏手も、開けた庭

（主基殿）と、茂る庭（悠紀殿）になっていま

した。この宮の位置は、江戸城本丸跡で、時代

を越えて受け継がれることを感じました。

私事ですが、昨年に初孫が産まれました。孫

は令和、娘は平成、私は昭和と親子三代いずれ

も異なる年号生まれの家族となります。娘は明

治生まれの曾祖母に育てて貰ったためか、考え

方に古風なところがあります。明治時代を身近

に育ったことは、その時代が歴史上だけのもの

ではなく、なんとなく体感していたかも知れま

せん。核家族が当たり前の世の中ですが、嫁ぎ

先の両親・祖母とも同居し、接する姿を見てい

ると、世代を超えて伝わるものがある多世代同

居の価値について考えさせられます。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。

上京された際、ご利用になってみてください。

のと だらぼち

03-5537-3078

17:00～23:00 日曜祝休

中央区銀座8-4-27

プラーザ銀座ビル地下１階

(銀座外堀通りasics前)

謹賀新年謹賀新年謹賀新年

白山比咩神社にて

by ham a

睦睦睦 月月月



濱
の
起
業
塾

『

起
業
塾

九

着
想
③

』

社
会
事
業
の
経
営
に
関
す
る
書
物
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
れ
は

利
益
の
追
求
を
第
一
に
求
め
れ
る
純
粋
民
間
企
業
の
経
営
よ
り

も
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
大
儀
が
優

先
さ
れ
る
か
ら
で
、
事
業
体
を
維
持
す
る
経
営
は
そ
の
範
疇
で
意

思
決
定
さ
れ
る
た
め
だ
。

そ
れ
で
も
米
国
で
は
、
高
級
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
納
品
す

る
ほ
ど
の
高
質
な
ケ
ー
キ
を
製
造
販
売
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
成
立
し

て
い
る
。
彼
ら
の
大
儀
は
、
職
業
訓
練
で
あ
る
が
、
同
じ
事
を
日

本
で
や
る
と
、
一
般
企
業
と
同
じ
と
看
做
さ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と
は

切
り
離
さ
れ
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
国
に
は
、
社
会
貢
献
＝
無
償
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
意
識
が
底
流
に
あ
り
、
社
会
事
業
経
営
の
ハ
ー
ド
ル
を
一

層
上
げ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
う
っ
か
り
す
る
と
、
必
要
経
費
は
、

直
接
的
に
目
に
見
え
る
物
に
対
す
る
支
出
だ
け
に
計
上
が
許
さ

れ
、
人
件
費
は
含
ま
れ
な
い
事
態
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
で
は
、
個
人
の
人
生
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
賄
え
る
権
利
的
収

入
源
を
持
ち
、
余
っ
た
時
間
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
富
裕
層
に
し

か
、
で
き
な
い
慈
善
事
業
と
な
っ
て
し
ま
う
。

ひ
と
に
何
か
の
親
切
を
受
け
た
と
き
「
ご
馳
走
様
」
と
言
う
。

今
で
は
、
食
事
の
饗
応
を
受
け
た
際
の
御
礼
の
よ
う
な
使
わ
れ
方

前
回
は
、
内
臓
脂
肪
で
作
ら
れ
る
悪
玉
ホ
ル
モ
ン
が
イ
ン

ス
リ
ン
と
あ
い
ま
っ
て
更
な
る
脂
肪
増
加
を
招
く
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
補
足
と
し
て
、
肝
臓
に
ま
つ
わ
る

話
を
も
う
少
し
続
け
ま
す
。
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
は
前
回
の

図
を
基
本
的
に
、
少
し
手
を
入
れ
て
み
ま
し
た
。
臓
器
を
手
書

き
か
ら
イ
ラ
ス
ト
に
変
え
た
の
と
、
内
臓
脂
肪
を
加
え
ま
し

た
。
内
臓
脂
肪
と
皮
下
脂
肪
の
違
い
が
、
判
り
易
く
な
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
で
す
が
本
当
の
目
的
は
、
肝
臓
の
重
要
性
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
事
で
す
。
前
回
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

肝
臓
は
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
た
栄
養
が
直
ぐ
に
全
て
流
れ
込
む

臓
器
で
す
。
肝
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
、
食
後
に
余
っ
た
栄

養
を
一
時
的
に
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
全
身
に
過

剰
な
血
糖
や
脂
肪
が
溢
れ
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

肝
臓
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
し
て
、
か
つ
て
は
Ｂ

型
や
Ｃ
型
の
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
が
重
要
で
し
た
。
し
か
し
医

学
の
進
歩
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
の
脅
威
は
著
し
く
低

下
し
、
変
わ
っ
て
主
役
に
躍
り
出
た
の
が
脂
肪
肝
で
す
。
そ
し

て
脂
肪
肝
の
形
成
に
貢
献
し
て
い
る
の
が
、
腸
か
ら
吸
収
さ

れ
る
栄
養
分
と
内
臓
脂
肪
で
す
。

ま
ず
、
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
る
栄
養
分
の
解
説
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
と
脂
肪
酸
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
果
糖
で
す
。
果
糖
に
つ
い
て

は
、
～
そ
の
八
～
で
触
れ
ま
し
た
。
も
う
二
年
半
も
前
の
事
な

の
で
、
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
ま
す
。
果
糖
は
炭
素
原
子
四
個
と

酸
素
原
子
一
個
の
五
個
で
環
状
の
五
員
環
を
作
る
の
で
す

が
、
環
状
構
造
が
不
安
定
な
た
め
容
易
に
直
鎖
状
に
な
り
ま

す
。
直
鎖
に
な
っ
た
果
糖
は
、
グ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
他

の
物
質
に
ベ
タ
ベ
タ
付
着
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
砂

糖
水
を
混
ぜ
な
が
ら
火
に
か
け
る
と
、
カ
ラ
メ
ル
が
出
来
る

反
応
で
す
。
そ
ん
な
危
険
な
分
子
で
す
か
ら
、
肝
臓
は
果
糖
が

流
れ
込
む
と
最
優
先
で
処
理
し
て
脂
肪
酸
に
作
り
変
え
ま

を
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
茶
道
の
お
席
に
お
け
る
挨
拶
だ
っ
た
。

そ
の
深
意
と
は
「
本
席
に
設
え
ら
れ
て
い
る
お
道
具
や
軸
、
花
・
打

ち
水
に
至
る
ま
で
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
私
の
た
め
に
馳
せ
走
っ

て
ご
準
備
を
し
て
頂
い
た
こ
と
を
理
解
し
て
、
そ
の
ご
配
慮
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
日
本
文
化
と
し
て
は
本

来
、
隠
さ
れ
た
尽
力
の
意
味
・
価
値
を
分
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。

と
す
れ
ば
、
隠
れ
た
労
苦
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か

つ
て
の
日
本
人
よ
り
、
そ
れ
を
読
み
取
ろ
う
と
も
せ
ず
、
た
だ
表
面

的
に
現
れ
た
も
の
だ
け
で
評
価
し
よ
う
と
す
る
今
の
日
本
人
の
方

が
劣
化
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
日
の
社
会
は
、
多
様
化
し
て
い
る
と
い
う
。
が
、
欧
米
の
方
が

も
っ
と
触
れ
幅
が
大
き
く
、
日
本
の
そ
れ
は
未
だ
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
の
わ
が
国
で
さ
え
、
多
様
な
社
会
的

要
請
に
世
の
中
が
必
ず
し
も
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
一
部
の
金
持

ち
の
名
誉
欲
に
頼
る
か
、
必
要
性
を
感
じ
た
人
の
善
意
に
も
た
れ

か
か
っ
て
ば
か
り
で
、
こ
の
世
が
善
く
な
る
の
か
。

世
間
を
よ
り
善
く
す
る
た
め
の
事
業
を
健
全
に
打
ち
立
て
、
持

続
的
に
活
躍
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
の
暗
黙
の
常
識
に
も

挑
む
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
着
想
を
豊
か
に
育
ん
で
い
く
過
程
を

大
切
に
し
て
欲
し
い
と
願
う
。

寄
稿
『
体
と
心
と
社
会
の
生
活
習
慣
病
～
そ
の
三
十
八
～

』

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
ク
リ
ニ
ッ
ク

井
垣

俊
郎

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

い
が
き

と
し
お

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

す
。
で
は
果
糖
の
供
給
源
と

し
て
重
要
な
食
品
は
何
で

し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
果
物
で

は
な
く
、
砂
糖
で
す
。
砂
糖

は
、
ブ
ド
ウ
糖
一
分
子
と
果

糖
一
分
子
が
結
合
し
て
出
来

て
い
ま
す
。
缶
ジ
ュ
ー
ス
を

一
本
飲
ん
だ
だ
け
で
二
十
グ

ラ
ム
の
砂
糖
が
体
内
に
吸
収

さ
れ
、
十
グ
ラ
ム
の
果
糖
と

な
っ
て
肝
臓
に
流
入
し
脂
肪

酸
に
作
り
変
え
ら
れ
ま
す
。

菓
子
や
ケ
ー
キ
類
に
は
、

も
っ
と
大
量
の
砂
糖
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
合
成
さ
れ
た

脂
肪
酸
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
消
費
で
き
な
け
れ
ば
、
中
性
脂
肪

の
形
で
肝
細
胞
の
中
に
蓄
積
し
て
脂
肪
肝
が
進
行
し
ま
す
。

次
に
、
内
臓
脂
肪
の
影
響
を
考
え
て
み
ま
す
。
内
臓
脂
肪
は
、

皮
下
脂
肪
に
比
べ
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
入
り
が
盛
ん
で
す
。
男

性
の
出
っ
張
っ
た
お
腹
（
内
臓
脂
肪
）
は
頑
張
れ
ば
凹
み
や
す
い

け
れ
ど
、
女
性
の
下
半
身
に
つ
い
た
（
皮
下
）
脂
肪
は
な
か
な
か

取
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
内
臓
脂
肪
か
ら
は
、
脂
肪
酸
が
常
に
ダ
ラ

ダ
ラ
と
流
れ
出
て
い
ま
す
。
そ
の
脂
肪
酸
に
晒
さ
れ
続
け
る
こ
と

で
、
脂
肪
肝
は
着
実
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
決

定
的
に
重
要
な
の
は
、
多
く
の
日
本
人
は
些
細
な
不
摂
生
で
容
易

に
脂
肪
肝
に
な
っ
て
し
ま
う
体
質
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で

す
。
次
回
は
脂
肪
肝
の
治
療
法
（
と
言
っ
て
も
体
重
を
減
ら
す
し

か
な
い
の
で
す
が
…
）
に
少
し
触
れ
て
か
ら
、
糖
尿
病
の
薬
物
療

法
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。



世界に日本ラグビーの底力だけでなく、安心安全やマナーの良さやをPRできたW

杯や終わり、また街の風景もいつもの日常になるのかと思いきや、次はクリスマ

ス・年末モードに。東京って忙しい街であることが日常なんだよねとつくづく感じ

るこの頃です。

さて日本が誇る文化資源として『ポップカルチャー』もそのひとつかと。おおま

かに分類すれば『漫画/アニメ ・音楽 ・ファッション』等がそれに該当するもの

ですが、昨今はマイノリティな方々特有のライフスタイル (サブカルチャーと言われ

ているオタク/地下アイドル/メイドカフェ等々)も含めてポップカルチャーと定義さ

れています。

私自信も実は最近ドハマリしてしまった漫画があり、それによって趣味嗜好とい

うか生き方に大きく影響を受けてしまいました。それは『神の雫』というワインの

世界を描いた漫画なのです (今更感は否めませんが)。ストーリーの詳細は割愛いた

しますが、この漫画を読破した私に何が起こったか？それはこよなく日本酒を愛し

それを商売にまでしている男がワインの世界を追求する業態の開発を真剣に検討し

ている事からもわかるかと。ワインの何に魅了されたのか？それはワインが『自

然・人・時』という3つの要素で構成されているからです。自然とはその土地の特

性やその年の天候であり、人とはまさにその造り手を指し、時とは瓶詰されたワイ

ンが過ごす悠久の時間を指します。日本酒にももちろん『自然・人』は存在するの

ですが、『時』という概念が基本ありません。何でも作りたて、とれたてが美味し

いのではなく、『時』を重ねていく事でワインそのものが成熟していく様が人間の

ようでして。若い男女の瑞々しさ爽やかさも素敵なのですが、様々な幸せや苦労を

ともに共有してきた夫婦の佇まいに深みを感じるような。そこに50歳を目前にした

私が興味を覚えてしまうのは自然なことなんだとも思います。

そしてこの世界を漫画で教えてもらったというところに奥深さがあるわけです。

ワインを紹介する指南書のようなものは本屋に行けば五万と存在します。しかし、

漫画では主人公や取り巻く人々の生活や人生とワインを重ね合わせていく様を人の

言葉と画で表現していくのです。それは呑まずにはいられません。僕自身も同じイ

メージを共有できるのか？悠久時間を呑むとはどういうことか？と興味を持たずに

はいられません。漫画という表現方法が持つパワーを改めて感じました。子どもた

ちの教科書も漫画にしてしまえばいいのに。

ポップカルチャーの反義語として『アカデミック分野に属するクラシックな文学

や美術などの文化を表す"ハイカルチャー"』という言葉があるのですが、よくよく

考えてみれば中世の欧州で生まれたオペラも江戸時代の歌舞伎も昔は大衆歌劇や演

劇でした。それが今はその国固有の古典的文化としてハイカルチャーと位置づけら

れています。数百年後の世界ではアニメや漫画はもちろん地下アイドルコンサート

やメイドカフェが上流社会の嗜みになっているかもしれません。あっ、でもメイド

カフェ自体が上流社会のライフスタイルをデフォルメした文化か。

福井県のアンテナショップが東京に２軒ある。南青山店の「ふくい南青

山２９１」は県有地を活用し2002年に開業した。食品や工芸品を扱う物

販に加え、飲食店、ビジネス支援機能を備えている。銀座店「食の國福井

館」は2013年開業の賃貸契約で食品販売とイートインからなる。

まもなく契約関係の節目をむかえることなどから、現在、これらのあり

方の検討が進められている。南青山店では主に立地特性に起因する来館者

や売上水準の相対的な低さ、銀座店ではその狭さから拡張性の低さと機会

損失がそれぞれ課題となっている。

筆者はその検討に関わることとなったため、アンテナショップの最新動

向を探るべく、師走の東京を巡った。新橋から銀座、日本橋、そして表参

道、南青山と移動し、鳥取・岡山（共同出店）、香川・愛媛（〃）、長

野、広島、福井（銀座店）、滋賀、長崎、富山（２店舗のうち日本橋室町

店）、奈良（〃）、島根、三重、福島、新潟、福井（南青山店）を見て

回った。なお、石川県のアンテナショップは2014年の開業直後に訪れて

おり、現在改装工事中である。

次号からそれらの紹介と考察、そしてリアル店舗である自治体設置のア

ンテナショップが、ネット社会においてどうあるべきかについて私見を述

べてみたい。

写真：いちじくジャム（富山県）、梨ジャム（鳥取県）、ゆずジャム（愛

媛県）、くわの実ジャム（長野県）、唐辛子みそ（福島県）、オ

リーブジャム（香川県）、レモンジャム（広島県）、抹茶ラテジャ

ム（滋賀県）、柿バタージャム（奈良県）

浮き草のごとく98 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一

『 アンテナショップのあり方 ～その１～ 』

『 奥深き日本のポップカルチャー 』

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩



るが、この日はメンテナンスの時期に当たり運転され

ておらず、マイクロバスで登ることになった。これがス

リル満点、岩の地であるので法面の角度は急だしオー

バーハングして道路がつくられている箇所ありで、

崖っぷちを車の性能の許される範囲を目一杯使っての

走行だから、この高さで落ちたら即死やなぁ と無事

の到着を祈らずにはおられなかった。コーナーに1番か

ら番号がふられていて、99の数字を見ることができ安

心した。天門洞が目の前に現れた。そもそも、何があっ

て穴が開いたのだろう？地球の果てしない歴史の中か

ら生まれた産物であることには相違無い。

ここまで来ると穴の中に立ちたくなるのが人情って

もの。階段がしっかり造られている。これまた段数は

999段。最近、膝にガタが出始めていることので、階段

上りにはチャレンジせずに、山をくり貫いて造ったエス

カレーターでいくことにした。同行のご年配諸氏は皆自

らの脚で登った。洞の下から上を見上げるのだが、ポロ

ポロと欠け落ちてくることがあるらしく、ガラスの屋根

が設けられていた。次は洞の上に登って見たいとの欲が

わく。切り立った岩山に通路が造られていて、そこをた

どって次の登りのエスカレーターに向かった。この間の

通路がスリル満点、下を覗けば足がすくむ。空を見れば、

な、何と人が飛んでいるのではないか！ウイングの付

いたボディースーツを着て飛行機や山から飛び降

り、飛行時間は通常1分に満たない。飛び出して8秒

後には時速200キロに達する。穴を通り抜けて行った。どうや

ら死亡の件数も多いらしく極めて危険なスポーツだ。くわばら

くわばら。他にもつづら折の坂を全身ローラスケートで滑り降

りてくるスポーツもあるようだ。こちらだって危険満載だ。

天門洞の上の台地に到着。柱状になった岩山の連なりを眺めつつ、

真下には断崖絶壁を望むことになる散策道、崖からオーバーハング、

それに飽き足らず足元をガラスにしてスリルを増して

いく。相当にファンキーです。ガラスが傷つくのを防ぐ

ために靴カバーを掃いての歩行になる。天門山自体が巨

大なアトラクション施設と化している。生真面目な日本

人には到底真似できるものではなさそうだ。なんだかん

だ5000円ぐらいかかる、これが毎日数万人来る勢いだ

から相当な売り上げだ。何年か後に来る機会があるとす

れば、またまた進化しているんだろうな。（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』中国 張家界への旅(2019.11.14～18)

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

恒例の小山町日中友好協会の旅に今年もまた参加することにした。中国通の

メンバーが決めるコースはいつも面白い。かつては町内在住の中国人がコー

ディネートする形で、それなりの費用を掛けて中国訪問をしていたようだが、

会の発足から20余年を経てメンバーのエネルギーが減衰気味のせいか、最近で

は専らクラブツーリズムのツアーの中から選択するようになっている。今回は

「スリル満点の天門山と世界自然遺産.武陵源を大満喫５日間」とあった。これ

までの海外旅行でスリルをもとめて旅をしたことはない。地名も知らないし、

どこにあるのかさっぱりわからずしまい、どこに行くのと聞かれても「四川の

ようだよ」ぐらいの返答に、訊く方も「料理が辛いよね」程度のコメント。実

は四川ではなく湖南省だった。あぁ。

目的地の湖南省張家界
ちょうかかい

市の緯度は上海よりも南になるため、内陸部でありな

がら今の日本並みの暖かさだ。市の中心部にある武陵源

が1992年に世界自然遺産に登録されてから知名度を

上げた。ただ登録されたから黙っていても人が多く来る

わけではなく、そこには日本人には真似できないあっと

驚く観光開発がなされていた。その事は後述することに

する。

11月14日成田13時50分発、上海経由で張家界空港

に着いたのは23時になっていた。翌朝から本格的な観

光が始まる。

張家界市は武陵源山脈にある。自然溢れる武陵源自然

風景区は、石灰岩などの岩石で構成されたカルスト大地

が雨水や地下水などによって侵食されてできた地形で、

険しい峰が連なった絶景だ。世界遺産にも登録されてい

る。

標高1260mの山腹に開いた巨大な穴がある。穴の大

きさは高さ132m、幅57m、奥行60mあり、天門洞と

名付けられている。遠くから眺めるだけじゃなくて、そ

の洞に行きたくなるのが人情、日本ならしないだろうけ

ど、中国は違う。この景勝の地を国から借り上げた民間

が、この人情に報いるために観光開発をする。始めたの

が1990年代末、天門洞近くまでつづら折りの道路を建

設。中国人にとって縁起のいい数字の9にちなんで99

のカーブがある。いつもならロープウェイで登るのであ


